
 

 

 
 

 「働くことを教える」ことについて 

 

校長 佐々木 義範 

  

 私は、農家の長男として生まれました。小学校の低学年ぐらいから、よく農作業の手伝いをしていま

したが、私は手伝いが大嫌いでした。理由は次のような両親とのやりとりでした。私は手伝いをする前

に、「どこまでやったら終わりなのか？いつまで手伝えばいいのか？」を父親に確認する子どもでした。

すると父親は決まって「仕事には終わりはないのだ。始める前から終わりのことを言うものではない」

と叱りました。父親は、私に仕事の厳しさを教えたかったのでしょう。でも私にとっては「終わりの見

えない手伝い」は、苦痛以外の何物でもありませんでした。嫌々手伝いをしていると今度は、母親が「○

○ちゃんは自分から進んで手伝いをしてくれるそうだ」というような話をします。自分の息子のだめな

姿を見たくなくて、励ましているつもりだったのでしょう。でも私は、立派な友達と比較されて、余計

にやる気がそがれるように感じていました。 

 もちろん仕事は大切なものであり、まじめに一生懸命取り組まなければなりません。しかし、その点

のみを強調した指導では、私のように行き詰まってしまう子どもがいるように思います。「仕事は始め

る前に、終わりを見通して段取りを確認することが大切だよ」「誰でもはじめは苦しいけれど、半分終

わったころには慣れてくるよ。終わりも見えてやる気が出るよ」「大変な仕事だけれど、喜んでくれて

いる人がいるよ」など、私たちが仕事を通して実感し、学んできたリアルを、ぜひ、子どもたちにも伝

えてあげたいと思います。学校でも話題にしていきますが、ご家庭でも、保護者の皆様が実感している

仕事のリアルな部分を、ポジティブな切り口で教えてあげてください。きっと、子どもたちが自立した

際に、大人から教えてもらった仕事のリアルを「実感する」瞬間が訪れ、それが、働き続けるエネルギ

ーになるのではないかと思います。 

 

 

＜令和６年度 進路関係行事予定＞ 

月 行事予定 月 行事予定 

４
月 

進路希望調査回収 

進路学習オリエンテーション（高） 

面談週間 

10 

月 

卒業生サロン（学習発表会） 

大学入試共通テスト出願 

５
月 

卒業生サロン（運動会） 

会社見学会（高） 職業ガイダンス（高） 

11 
月 

職場体験（中） 

 

６ 
月 

作業学習週間（中１） 

実習週間（高） 求職登録（高３、専２） 

12 

月 

体験発表会（中） 

先輩と語る会（高） 就労促進フェア 

７ 
月 

就職活動解禁（高３） 実習報告会（高） 

障害者技能競技大会・職業教育フェスティバル 

１ 
月 

大学入試共通テスト 

職業講話 作業学習週間（中１） 

８ 
月 

職場実習（高） ２ 
月 

私立大学入試、国公立大学二次試験 

きらめき就職面接会② 面談週間 

９ 
月 

きらめき就職面接会① 

入社試験、公務員試験等 面談週間 

３ 
月 

同窓会入会式 

進路希望調査配付 
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＜令和５年度卒業生 進路状況＞ 

 

 

＜スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）相談会について＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 学部 進路先 内容 

I.Rさん 
高等部 

産業技術科 
トヨタ自動車（愛知県） 

現在、新入社員研修中。５月から工

場にて組立て業務を行います。 

Ｓさん 高等部 普通科 
筑波技術大学 産業技術学部 

産業情報学科（茨城県） 

聴覚障害者のための大学で専門的

職業人を目指して学んでいます。 

I.Rさん 
高等部 

情報デザイン科 
北日本運輸（秋田市） 

社内にてトラック車両の整備補助

業務にあたっています。 

Ｋさん 
高等部 

産業技術科 
厚生ビル管理（能代市） 

病院内で廊下や洗面所、畳部屋など

の清掃業務を行っています。 

Ｍさん 
高等部専攻科 

情報デザイン科 
西郷村役場（福島県） 

学校教育課の所属となり、伝票処理

などの事務業務を行っています。 

★ＳＳＷって何をする人？ 

皆さんが安心して学校生活を送れるように、さら

にはよりよい形で卒業につながるように、困って

いることや心配なことを解決・改善する 

ためのお手伝いをします。 

相談内容が外部に漏れることはありません。 

★ＳＳＷとは？ 

国家資格（精神保健福祉士、社会 

福祉士）を保有し、福祉の専門職 

として「環境」に働き掛けていき 

ます。本校では聴覚障害ＳＳＷの 

対応も可能です。 

★ＳＳＷの活用方法 

・対象は？→児童生徒、職員、保護者、卒業生 

・相談したいときは？→皆さんが一番相談しやすい先生（担任、養護教諭、顧問 

の先生など）にＳＳＷに相談したいと伝えてください。 

・いつ相談できる？→随時、受付しています。 

また、カウンセリング体験の場も設けています。 

発行内容・お問い合わせについて 

「しんろだより～道～」は、保護者の皆様へ進路に関するたくさんの情報をお伝えしていきま

す。学校ホームページにも掲載しておりますので、どうぞご覧になってください。 

（秋田県立聴覚支援学校ホームページ＞情報ひろば＞進路だより） 

他にも進路に関して知りたい情報や疑問等がございましたら、お気軽に教頭、主事、担任、進

路指導部員にお話ください。 
 

令和６年度進路指導部員：伊藤 健人（進路指導主事） 熊谷 風花（進路指導部副主任） 

畠山 皐          菅原 玉樹 


